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○ 高 木 直

、 既 に 多 く の 研 究か な さ れて い る 。 し か し 、

に つ い て の 研 究 は 少な い 。 本 研 究 で は 、二 枚

練 か ら 求 め 、縫 製の 手 段 、 縫 目 の 形 、 縫 目 密

代 処 理 の 方 法 、 縫 代 幅 の 相 違 に よ る 曲 げ 特 性

る 場 合の 曲げ 特 性 の 不 均 衡 性 に つ い て も 検 討

方 法　 試 料 布 に は ウ ール ジa    － セ ッ トを 二 枚 重 ねに し て 用い 、 縫 饗 条 件 の う ち 縫 製 手 段

ミ シン 縫 い 、手 縫い（3 種 ）、 接 着*  ) 、 縫 目 の 形（ ロ ッ ク ステ ッ チ 、 ジグ ザ グ 縫い 、

X     ー ン ス テ ッ チ ） 、 縫 目 密 度 、 縫 代 始 末（ 割 り は ぎ 、 伏 せ 縫 い 、 端 ミ シ ン 〉 、 縫 代 幅

割 り は ぎ に つ い て の み ）を 変 え た 試 料 を 作 成し た 。 純 曲げ 試 験 機 は 、K  E  S  －F   B  2 を

い 、 曲げ モ ーメ ント 曲 率 曲線 を 得た 。 次に 異 素 材（ 表 布 に 人 工 皮 革の ア マ ーラ 、 裏 布 ８

）か ら 曲げ 特 性を 得 た 。

結 果　1  ) ジ グ ザ グ 縫 い 、ロ ッ ク ステ ッ チ 、 チ ェ ーン ス テ ッ チ 共 縫目 密 度と 曲げ 剛 さ に

関 か 認 め ら れ た 。2   ) 縫 製 手 段 の う ち 、 曲げ 剛 さ か 最 大 と な る の は 繊 維 間 の 動 きを 拘 東

れる 接 着 糸で あ り 、 次 い で ロ ッ ク ステ ヅ チ 、 手 縫い で は 本 返 し 、 半 返し 、 並 縫い の 順 に

さ くな っ た 。3   ) 縫 代 始 末で は 端 ミ シ ン 、 伏 せ 縫 い 、割 り は ぎ の 順に 小 さ くな っ た 。 な

、 割 り は ぎ に お け る 縫 代始 末は 曲げ 剛 さ と 高 い 相 関 が 詔 め ら れた 。4   )   異 素 材 縫 製 布 に

い て 表 布 に 対 す る 裏 布 の 曲げ 剛 さ の 比 が0  .    8 の と き 縫 目 効 果 が 最 大と なっ た 。


